
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-06-24

能福寺文庫活用のすすめ：古代地理学史に関連して

(Citation)
兵庫地理,36:48-55

(Issue Date)
1991-03

(Resource Type)
journal article

(Version)
Version of Record

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/90002374

村上, 次男



能福寺文庫活用のすすめ
一一古代地理学史に関連して一一

はじめに

兵庫駅から東南へ歩いてー十分ばかりの北逆瀬川

町に能福寺という寺院がある。戦前には寺の名前

よりも「兵庫の大仰つあんJの寺として知られ、

境内にはいろいろな屈が立ち並び、映画館もあっ

たとし1うO 映画評論家淀川長治氏もここでよく映

画に親しんだと懐古しておられるO

この寺の創建は延暦24(805)年というからも

う11世紀も前である。最初は最澄上人(伝教大師、

叡山大師)の教化霊場として建てられ、 「能福護

国密寺」と称された。 Lt!世の初め平清盛が福原に

拠点を設けたのは、兵庫の津を拡充して、大陸交

易の|経躍を計るためであったようであるO 平家の

財源をこれに求めたのであろう O このことが兵庫

興降のきっかけとなったことはいうまでもない。

この寺が平家の菩提寺になったのは、そのころ以

来のことである(1167年)。

兵庫の津の興隆が直ちに能福寺の繁栄を賛した

わけではなし、。そういう時には必ず勝れた人が出

現し、非常な努力をしたはずであるO

能福寺中興の人としてどうしても12世紀末の住

職小川忠快の名を忘れてはならない。彼は平報通

の長男であるから、清盛からいうとその甥に当た

るO 出家して平から小川と姓を改め、比叡山に学

んだ，m'快は、天台密教の秘法を極めた学僧といわ

れ、能福寺の住職となるや、七堂伽藍を建立完備

したので、能福寺中興の人といわれる。今もJ忠J快

法印塔(九重塔)が境内に残っているO

そのころ、東は花隈(今の元町の北方)あたり

から、西は須磨にかけて「福原西国三卜三ケ所」

の霊場が設定され、善男善女が巡礼する姿が見ら

れたといわれ、その第32番札所に当たっていた。

「新西国観音霊場」としては第32番札所であるO

この兵庫の津が江戸H寺代末期になって、外国貿

易に聞かれることとなり、新しい絶j頁期を迎えた

のはご承知の通りであるO

明治の時代になり、兵庫の豪113jに成長した

南条荘兵衛の発願で、ここに大怖が建なされた。
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開眼法要は明治24年天台を始めあらゆる宗派を超

越して行われたという O 大正4年のサンフランシ

スコ万博に実物大の模型が出品されて以来、兵庫

大仰の名で奈良・鎌倉と、政ぷ日本の三大{弗として

海外にも知られたものであったが、戦時中(昭和

19年)に赤い棒をかけられて、ただの金属として

供出されるという非運に見舞われたのであるO

地元の熱意によって浄財が集まり、その大怖が

いよいよ再建されることになった。発表された新

しい大仰の姿は、私の目から見ても、写真で見る

以前のものより、格段に美しく感じられるO それ

に像の高さは以前より 3mも高くなり、 11mに及

ぶ。使用される銅の日方も50トンというから驚く。

兵庫の地元の人とともにその完成を喜びたい。

それはそれとして、この能福寺にはもう一つ、

われわれとして見逃せない貴重なものがある O そ

れは大仰のようには一般受けはしないだろうが、

本当の値打は大仰を凌ぐものがあるだろう O そう

いう貴重なものが「能福寺文庫JであるO

大仰再建の成就する機会にあたって、大仰以上

に兵庫の名物になって欲しい(能福寺文庫」を、

改めてここに紹介しておきたL、。

1 文庫との出会い

この能福寺の現在の住職は、「兵庫大仏再建」

の話題でたびたびTVの報道番組に登場している

雲井世雄氏であるO 住職は巾南中高から巾南大学

理学部に進み、物理学を専攻したので、中学生の

ころから、私とは顔馴染みであった。しかし当時

はまだ親しく付き合っていたわけではない。在学

中にクラブ活動で宇宙物理をやっていた関係から

か、その古典を蒐集し始めたようであるO ニュー

卜ンのプリンキピアの原本についての考察を学内

の機関誌に掲載していたこともあり、丙洋の天文

物理の古典を、子rtl出の占書!占から取り寄せている

という話もJ上[にした。

そのころ、私は西洋の地理学史において、 ['i代

前期](ギリシア時代)と近代とはかなり研究され



ているのに、どれを見ても、古代後期(ローマ時

代)とそれに続く中世の部分が、お義理で一応触

れてあるだけで、簡略に過ぎていることに不満を

抱いていた。ヨーロッパの中世は「暗黒時代」と

いう迷妄がそうさせていたのかもしれない。

そんな時、なにかの会合で、雲井君に出会い、自

分の蔵書のなかに古い地理学に関するものがある

と聞いて、早速能福寺を訪れた。彼が取り出して

きたのは、大判の分厚い書籍で、表紙には「へン

リクス・ステファヌス HenricusStephanus編、

1577年刊」としてある。ディオニシウス、ポンポ

ニウス・メラ、エティクス、ソリヌスという地理

学史でお馴染みの 4人の名が見え、大きくコスモ

グラフィア Cosmographiaと書かれてある O 【図

1】oこれらの古代地誌については、改めて第三

章で詳しく解説することにしよう。

『コスモグラフィア』の文字に彼は釣られて、

この古書を注文したのらしし、。コスモグラフィア

をそのまま訳すと「宇宙誌Jになる。そこで彼は

【図-1】 ステファヌス編著の扉

0 .:1 0 N Y S 1 I . A...L.E.X 
ET  P 0 M P. Mぷ1::AE 

Situs orbis dercripti.o. 

AEtHICI COS).rO G RA"P I:itt':A. 

C.. 1. SOLINIPOLY:I'STOR. 

/" D I 0 N Y S 1 1 pOmlalIum Commtllttirij E Y S T A" 

T 11 1 1: Inurprt't.抑制戸1mfOt"matti adゐ叫糊，aJ，E!inr. 
Sft'phano fiTヂla:necmm CA nnotafiont J ciw in. iJem Jσ9"0-
rlllldam aliorum. 

ExcuJcb:1t Hcnricus Stcph:1llus' 

A N N 0 M. D. L X X.~今1 I. 

自分の関心を抱いている天文物理方面の古書と思

い込んだのだそうだ。東京の古本屋のカタログに

よる注文だから、一々中身を検討できないところ

に間違いの因があったのだろうo その間違いが私

には幸いしたのだから、皮肉なものであるo

この時代にはプトレマイオスの例の地理書が、

1477年のボローニャに始まって、ローマ、フィレ

ンツェ、ウルム、ヴェネティア、ストラースプー

ル、パーゼ、ル、ケルン、などの諸都市で次々に刊

行された。これらはいずれも地図の復元の仕方に

違いがあるし、 1513年ストラースプールのものの

ように、編者(この場合ワルドゼーミューラー)

によって新しく得られた地理知識を盛り込んだも

のも多い。これらの表題は「コスモグラフィア」

としたものと、「ゲオグラフィア」としたものと

こ通りあるo 出版年度の若いものは「コスモグラ

フィア」としたものが主で、 1500年代以降の出版

からは「ゲオグラフィア」が目立ってくる。

つまり、中世末期から近世始めにかけてのころ

には、「コスモグラフィアJは宇宙誌というよう

なものではなく、地理学の別名であったと考えて

よし、。有名なアピアヌスやミュンスターのコスモ

グラフィアの内容を見ても、このことはうなずけ

るであろう o このことについては、以前に書いた

ことがあるので¥ここに改めて論じることは避け

ようo 拙稿『地理学史上のコスモグラフィア』を

参照して頂ければ幸いである(i甲南大学紀要」

文学編、 1970)。

早速、これら四つの古典をコピーするとともに、

当時私の地誌を受講していた女子学生2人の協力

を得て、ダンネマンなど科学史(もちろん雲井君

の蔵書である)の関連箇所を写させて貰った。そ

れらを資料として考察したものが、小牧寅繁先生

古希記念論集『人文地理学の諸問題.n (大明堂、

1968)所収の「コスモグラフィアの精神」の一文

であった。これを目にした当時東京都立大学教授

であった野間三郎君が、「ソリヌスの原本がある

のなら、是非見せて欲しい」といってきたので、

雲井氏に頼んでソリヌスの部分だけコピーさせて

貰い、そのコピーを送ったのを覚えているo しか

し、彼がソリヌスについて、何らかの論考を発表

したという話はまだ耳にしなし、。

このころはまだ「雲井文庫」と称していたが、

のちに蔵書が1， 000冊を越えるに及んで、昭和53
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年、能福寺護持会基金による学術研究施設として ぐらいの意味であることは、まえに述べた。プ卜

「能福寺文庫」が設立されることとなった。現在 レマイオスの著作としては 4つのものが残ってお

能福守講堂二階の一室がそれに当てられているO り、そのうちで最も重要なものが、この『アルマ

すでに場所が狭院になってきたようであるが、こ ゲスト』なのである。その他は、各地の緯度経度

の白弔なコレクションのノヴが、私には大仰よりも を測定したイf~ な『地問u 耳、光の性質を述べた

はるかに価値あるものに思えて什:)jがなし 1。 光学書、それに『第門の IIU と呼ばれる，'i足術の

!鬼義をI泊いたとされる汗作の 3つの占ーである O

『アルマゲスト』のギリシア語版本は13巻から

成るが、アラビア話収本もbiJじく 13どきになってい

るo '1 "-11:のよJVjにクレモナのゲラルド Gerhard

によってラテンj互に訳され(ca.1175)、ギリシア

i;fjのものもビザンティン(イスタンブールを中J心

として栄えた1[[東ローマ'I'j'i[I~]) から発見されるー

)jで¥卜レビゾンドのゲオルク Georgによって

以本から I沢IHされたラテン II日本(1528) も作られ

2 文庫中の希観本

能福、子文庫には天文物理関係の珍しい古書がた

くさん収蔵されている。その中で特に注日を{iく

ものを拾ってみよう O この内には日本にただ-m}

しかはいってきていないものも、かなり含まれて

いることはいうまでもない。

先ず挙げられるのはプ卜レマイオスの『アルマ

ゲス卜』であろう O プトレマイオス Ptolemacus

というのはエジプ卜の E家の名で、カエサルと浮

名を流した有名な久:Eクレオパトラもこの王家に

属している。『アルマゲスト』を庁したプトレマ

イオスはクラウディウス Claudiusという名で他

と医別されており、紀j己後 2世紀liii後にアレクサ
ムセイオン

ンドリアの凶書館の長であったという(紀元120

年より tiijに生まれ、 160'.ドより後に死んだ)。

彼のお:作として最も重要なのが、この『アルマ

ゲス卜JAlmαgestのぞIで知られる天文書であるO

al はアラビア i語の}U~liJ、メギステはギリシア iziか

らきた「最大の」ものという意味である O 原著は

もちろんギリシア訴で書かれていたが、イスラム

教が起こってオリエント地方を支配し始めたころ、

アレクサンドリアをIt-IJ心にアリストテレス、エウ

クレイデスなどのギリシア語の著作が盛んにアラ

ビア話に訳出されたが、これは'11でも竜要な一つ

である。ギリシア語の原著は『数学集II支JMαthe-

matike SyntαXlS と呼ばれていた。

この本だけでなく、占い時代にははっきりとし

た書名というものはなかったようであるO ツキジ

デス(卜ゥーキュデイデース)の『戦史』とかへ

ロドトスの『歴史』とかは、後の人が他との反別

のために付けた名称に他ならなし 1。プラトンの著

作も同機で、内容に応じて『ソクラテスの弁明」

『クリトンJr饗宴』などと呼ばれるようになった。

エティクスの著作を『コスモグラフィア』と呼ぶ

のも、後間に復刻する際の命名であろう O

プトレマイオスの『アルマゲスト』も、アラビ

ア語のー積の部名のようなもので、『偉大な書J

た。

『アルマゲス卜』のW1之さは、当初jのJ?名通り

に数理的で、 IE弦 (sin) の伯の表や、前Ij密な円

周率 (π)のin.算結果が山ている。 πの舶につい

てはアルキメデスのもの (3.1407<3.1429) より

正確で、3.14167としているO 天文書のつもりで読

み始めた人はIfu食らうかもしれない。

第 2どさにはいって、初めて天文書らしい匂いが

してくるO そこに、①ポ誌は球形をなしており、

球のように1111転する、②大地は全体として眺める

なら球形をしている、③地球は一つの'11心に比せ

られ、全メJ長の中央lこi¥'t: it~'f~する、などと地球を中

心とする体系、すなわち天動説を展開していくの

であるが、そのいわば導入却をなしている O

第 3巻以後に天動説を介開化するために詳細な

解明を展開してl¥く O 特に各惑星の複雑な動きに

ついてはそれぞれ周転円という運動の形を取り入

れて説き明かしである。この天動説の著作は、 16

|世紀半ばにコペルニクスが現れるまで、その寿命

を保っていた。 1500年にわたっているわけで、こ

のように長く実用価値のあった著作としては、

『聖書』を除くと、エウクレイデスの『幾何学原

本J13巻があるのみである O

能福寺文:Jrl(には、これらの貴重な Iせ典が収蔵さ

れている O クレモナのゲルハル卜Gerhardによっ

てアラビアIifiのテキストからラテン語に移された

もの (Venetia，1515)、ギリシアZijのテキス卜か

らラテン訴に移されたもの(Venetia，1528)、かつ

てレギオモンタヌスRegiomontanusがJJr千iして
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されているので、この第三版が決定版というべく、

著者が王立学会、ケンブリッジ大学、フランスの

科学アカデミ一、それに親友に贈るために大型の

厚紙に印刷させたもので、製作部数は20部より少

なかったとされているO 同じ版の中型本 (200部

限定)も同じくこの文庫に収蔵されているO

これらを含めて、能福寺文庫に所蔵されている

希観書の主なもの10点を雲井氏に挙げて貰うと、

次の通りであった。

1. Peurbach & Regiomontanus， -Epytomα仇

Almαgestum Ptolomei. Venice， 1496. folio. 

* 2. Ptomemaios Claudios， -Almαgestum. 

Venice. 1515. folio. Translation into Latin from 

Arabic text by Gerhard of Cremona. [bound 

withJ Quadripartitum [TetrabiblosJ…Comme-

ntary by Gerge Valla. Venice， 1502. folio. 

* 3， Ptolematios Cl.， -Almαgestum... Venice， 

1528. folio. Translation into Latin from Greek 

text by Georg von Trapezuntius. 

* 4. Ptolemaios Kl.， -Megαles Syntαxeos [Al 

magestumJ ...Bαsel， 1538. folio. Revised by Si 

mon Grynαeus. 

* 5， Peurbαch， Georg von， -TheoricαrumNov-

αrum [PlanetαrumJ .. .Paris， 1515. small folio. 

* 6. Sacro Vosco， -Sphera Mundi...αnd com-

コペノレニクス第二版の扉
寸
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「アルマゲスト概要」の扉

Io.Regi四nontanus:・Epyt四羽ain Almageatum 
pω，lomaei. Venetiis， 1496 -lncunabula-

【図-2】

いたギリシア語写本を印刷したもの (Basel，1538)、
よそ

これら 3冊は日本には唯一の蔵書で、余所では絶

対に見ることができなし、。 【図 2】o

それほど古くはないが、珍しさという点ではひ

けを取らないのが、 19世紀の初めに刊行されたア

ルマ Halma，NicolasAbbeによるフランス語訳

本であるO これはギリシア語原典も併せて印刷し

て対訳の形をとっているところに特色がある。能

福寺文庫にはこの訳本の原本(1813-16)も所蔵

されている。

「アルマゲストJの他にも、日本で唯一聞のも

のがいくつかここに所蔵されている。天動説をひ

っくりかえして地動説を打ち立てたコペルニクス

Copernicusの『天体の回転についてJDe Revolu-

tionibus orbium Coelestiumの第二版【図 3】

もその一つで、 1973年国際天文連合(IAU)の調

べでは、この第二版は世界に131冊しか残ってお

らず、 172冊現存している初版本よりも少ない。

この珍しいコペルニクスの第二版を、最近日本

で別の人(明星大学)が入手したという情報を耳

にした。これで日本には 2間あることになる O

また、ニュートンNewtonの主著で、万有引力を

唱導した略称『プリンキピア』の第三版のうち、

献呈用に別刷りされた豪華本も、日本では他に見

られない希観書である O 版を改める毎に改訂増補
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ディオニシウスの冒頭頁
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mentαries. Venice， 1518. folio. 

7. Archimedis， -Openα 

folio. 

8. Copernicus， Nicolaus， -De Revolutionibus 

orbium Coelestium... Basel， 1566. folio. The 

2nd edition with Narratio Prima. 

9. Galilei， Galileo， -Dialogo， sopnα due 

Mαssimi Sistemi del Mondo， TolemαLCO 

Copemicano. Firenze， 1632. 4to. Anexlibris sta 

mp of late Mr. Ritoku Obama on the title page. 

* 10. Newton，Isaac，-Philosophiae Nαtur，αlis 

Principia Mαthemαtic，α. London， 1726. folio. 

The 3rd edition. The Presentation copy， printed 

on Super Royal writing papers. 

*印は日本に唯一冊しか現存しないとされるも

のo

ommα.. .Basel， 1544. 

e 

の「三大陸説Jに従っていることになろう。

2番目のポンポニウス・メラ PomponiusMela 

の『地上の位置についてJDe Situ Orbis【図 5

】も同じく三大陸説に準拠しているが、他の 3冊

と大きく違っているのは、南方にアンティクトー

ネス Antich thonesという未知の大陸を想定し

ている，点であろう。オリヴァリウス Joannus
たいせきち

Olivariusによる注解には、これは対蹴地 Anti-

podesに同じとしてある。これが後世に永く南の

未知なる大陸 Terraincognita australisという

幻想を生んだのであり、またオーストラリアとい

う地名の起こりともなった。

メラの著作の第 1章は、 i4つに区分される世界」

Mundi in quatuor partes divisioとなってし、

るが、具体的な記述は第 2章からで、アフリカ西

端のモーリタニアに始まり、東へ進んでエジプト、

小アジア、黒海沿岸、マケドニア、イタリア、ガ

リア、ブリタニア、ゲルマニアと巡り、カスピ海

沿岸の仮想の女人国アマゾネス、さらに東に移っ

ワ臼
F
h
d
 

3 地理学および地図学関係書

第 1章の文庫の成り立ちのところで触れたよう

に、古代地理学史の空白を多少とも埋める文献が

この能福寺に所蔵されているo すなわち、前述の

ディオニシウスによる詩の形式で書かれた地誌、

ポンポニウス・メラの『地上の位置について』、

エティクスの「コスモグラフィアJ、ソリヌスの

『ポリヒストール』の 4つを一冊に合本した珍し

い書物が所蔵されているのであるo

印刷術が向上してきて、書物の出版がようやく

盛んになってきたころ、版元として名を挙げてき

たステファヌス HenricusStephanusが四冊の

古典的地誌を編集したもので¥iM.D.LXXVIIJ

年、すなわち1577年の発行になっている。

これらの古典的地誌は、紀元前 2世紀がら紀元

後 3世紀の約500年間に書かれたもので、教会や

僧院に保存されていた写本を纏めたものと思われ

るo 近世初期の刊本であるから、いずれもラテン

語で書かれていることはいうまでもない。

最初のディオニシウス A.Dionisiusの詩は韻を

含んでいる関係からか、ギリシア語の原文とラテ

ン語訳とを対比する形で印刷されており、ラテン

語による注釈も丹念に付けられている。【図4】o

記述の範囲は、リビ、アLibya(現在の北アフリカ

全体)、エウロパ Europa(現在のドイツあたり

以南)、アジア Asia(いわゆるオリエント地方

にナイル流域を含む)にわたっているから、古代



【図-5】 メラの冒頭頁
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【図-6】 エティクスの冒頭頁
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てインディア、ペルシア湾岸、エティオピア、そ

して最後を大西洋諸島で終わっている。

それに対して、 3番目のエティクスAethicusの

コスモグラフィアでは【図6】、世界を東西南北

の4つに区分し、東洋 Oceanusorientalis、西

洋 Oc.occiden talis、北洋 Oc.septen trionalis、南

洋 OC.meridianの4つに区分して、各地域の地

方、沿海、都市、島幌、河川、山名、種族の名称

を列挙しており、その数はこの時代の他のどの地

誌よりも多し、。しかし名称の単なる列挙にとどまっ

ていて、説明らしきものはほとんどない。

エティクスについては余り知られていないが、

彼がしばしばイステルのエティクスというように

呼ばれるのは、彼がイストリア Istria(アドリ

ア海北東部の半島にある町)の出身だからであろ

う。この世界地誌は、初め自分の言葉であるギリ

シア語で書いたらしいが、その内容から考えて、

3--4世紀の著作とみられる O 後にラテン語に翻

1 N AE T H 1 C 1 C 0 S M 0 G R A P H 1 A M 
s C H ( T L 1 A， 

10$1A. SIMLl!I t 0 auel:ore. 

N~ "'l'lurimi qui rtl diuinas ] Opinio Q...... s<J..tIr町 "，r".....，，，;，...σ"'"・
明~"':. 'lui ncg.nt Africam ctnpm pan~ !_ ....角川.1Icc.
c/l"c orbis c(rrarum， dr~.nccr ..diba. c"- S;aluRi凶，fndiui目。nc(inquiε)orbisrげr>e
po(iucRiL眠 1nol・bro.". plcriq町 inpart<t.rria ^ tritam rot Ìl(r~: 

T~'.'14，，，， rl陶- Lt'J4，ptrPo伽'1"".psuci _rirumm“占 AIi.m1IC Eurojum dr.， 
白 ..nA c.t..: .， Ji ç...帽"4~_1を・ fcd Africam in E.urol'a. & h.nc urbis rnrt 
f"""'" in duas pU1CS diuiti。附mM.Terendug

" .... ， <，，' bIr.!..・柑岬.;，.，. !-"n，. V..ro in I Dc r. ru/liu 1伽 icapilC 1， :acl 
Ntu， E日開lihcn.mrcfcn. 

V.ij. 

訳されて僧院などでテキストに用いられるように

なったのは、 7世紀前後のことらしい(サ一トン

の『科学史』参照)。

エティクスが東洋と呼んだのは、黒海ーナイル

川以東の地で、エジプトももちろんこれに含まれ

るO 西洋というのがサハラ以北のアフリカで、北

洋はヨーロッパの中南部で、当時はまだロシア平

原の方は知られていなかった。問題は南洋で、こ

れだけはわざわざ大陸と断つであり、メラの対疎

地という南の未知な大陸という想定の影響がみら

れるO

エティクスのコスモグラフィアには異本があっ

て、 AliαTotusOrbis Descriptioとしてもそれ

も後半に付け加えてある O この方は完全に三大陸

説のままアジア・ヨーロ ッパ・アフリカという区

分で叙述し、最後に「われらの海の諸島JInsula 

e N ostri Marisとして地中海諸島を記述してい

るO 私の知る限りでは、地中海を「われらの海」

-53-



Mare nostrumと呼ぶのはメラに始まるようで

あるから、明瞭にこの異本はメラの影響を受けた

ものといえよう。しかしこの内容は先の著述とは、

地域区分もその内容も異なっているので、同一人

の著述とは考え難い。

最後に収められているソリヌス Solinus， Cai us 

Ju1iusの著作は、これまで一般に「記憶の集成」

Collectα丸山 Rerbummemorabiliumとされてし、

たが、 6世紀ごろからポリヒストール Polyhistor

の名で流布されるようになった。ここでも通称に

従い、“POLYHITOR" と題されている【図7】o

そしてその名が示すように、各地の珍奇な事物を

見聞のまま記述したもので、多分に先達のプリニ

ウスPliniusCA.D.23-79)の匂いが強し」ソリヌス

の著作が書かれたのは 3世紀の後半であるから、

プリニウスの影響がみられでも不思議はない。

【図-7】 ソリヌスの冒頭頁
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ソリヌスでは、世界を区分することをせず、各

地を順に巡って珍しい風俗、それに生物を記述し

ている。ローマの城から筆を起こし、コルシ力、

シチリア、を経てバルカンに進み、また西に戻っ

てゲルマニア、ブリタニア、スペイン、アフリカ

に渡ってモーリタニア、エジプト、アラビア、ユ

ダヤ、小アジア、カスピ海、インドから引き返し

てペルシアを経由、パビロンに終わっている O

こういう巡回していく形で各地の有様を述べて

行くのは、ギリシア・ローマ時代の地誌類に多く

ペリエゲーシス Periegesisの特色である O ここ

に収められている 4つの古代地誌は、何れもこの

形式を踏んでいるものとみてよかろう O

以上、ステファヌス編著の古典的地誌の合本の

あらましを紹介したが、文庫に収められているそ

の他の地理関係の珍しい書物を探してみよう。

まず目につくのが、アレクサンダー・フォン・

フンボルトの『コスモス』の全 5巻から成る完本

である。フンボルトは近代自然地理学の祖といわ

れるが、その科学的な代表作は『赤道地帯紀行」

で、地理の教科書などでお馴染みの、ペルー沖の

フンボルト海流、フンボルト・ペンンギン、リオ

ネグロスとオリノコ川の河川争奪などは、この労

作に発しているO しかし、一般的に有名なのは晩

年の著作『コスモスJKosmosに違いない。

その「コスモス』の初版本は雲井氏の勧めで甲

南大学図書館が購入所蔵しているO それは全4巻

であるが、能福寺所蔵のものは全 5巻別巻 l冊か

らなる完本である。その第 5巻は遺稿集で、フン

ボルトの没後、師を慕う弟子たちの子によって編

纂され、付け加えられた。別巻図録は黒色の銅版

印刷の輪郭に、一枚一枚手書きで着色された珍し

いものであるO

ただこれらはいずれもナチス以前のドイツ式の

ひげ文字で印刷されているので、ローマ字書きに

慣れている若い学生たちには読み辛いであろう O

能福寺には、その英訳本が所蔵されており、各章

毎にかなり詳しい要約が付されているので、『コ

スモス』の内容を知るにはてっとり早し、。

その他、プレトマイオスの『地理学』の日本語

訳本もここにあるo 本誌35号に連載された南里章

二君の『サハラ砂漠のキャラパン・ルート』のう

ち古代編を執筆するに当たって、この訳本が参照

された。なお、この原本には多くの種類があるが、

A
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オランダで作られたこれらの復刻本が甲南大学図

書館に所蔵されていることを付記しておこう O 文

部省の助成金で、購入したものである O

この他、インドの宗教[内t1tW像に関する重要な

著作『原資料に依るインドのコスモグラフィー』

Die Kosmogrαphie der Jnder nach Quellen 192 

o Uii制r'})がここに所蔵されているし、これは

珍しいものではないが、私のような貧之教師には

IIIJ価で子のtHない [1，・地|ヌ|集もある。シャーリ -R

odney W.Shirley編の rw界の地凶作成jThe M 

αpping 01 the World，Eαrly (1472"-1700) Prin 
ted World Mαpsがそれで、ここへ米れば観る

ことができる O これはオラン夕、、の地|文IH~版社 Ho

lland Prcss Cartographicaから出された古地図

シリーズの~~ 8巻rlで、lIt界|采lばかりを集めであ

るO 第 1"-7巻はここには購入されていないが、

そnらはオーストラリアとカ、アメリカとカ亙イギ、リ

ス品とかの部分医!なので、少なくとも私には余り

弔安とは出われな ~ìO

その他、後にi13べるように、ここには多くの本

の別総が似作されているが、パウルス・スヴェン

Paulus SWi日n の 1 1 ，・地|文|の!以色 EjJ M;IJ の)\'~録など、

眺めているだけで楽しくなるであろう O

おわりに

以 1..の他にnilされることは、この能川、子文FF

に行くとたくさんの llilli軒下の明録をはることがで

きることである O たとえば、 nifi:~を盗む昨のあ

るので {J'Y，なリブリ Cllιliclmo Libriの数'下-

m!と・え献・および雑似のllリ録、ベルギー|瓦j¥，!:天

文台の I1貰， 1 ::1 1 録、クロフォード 11:長汗の }fj'~録など多

くの IIUが!川11:長されているから、え:1猷γ:や|ヌl書館

学の研究の徒にはは逃せないであろう O

)1.;に触れたプトレマイオスの地JlH(1::は、近tit初

期!に多くの復刻版が11¥されている O それらは復刻

本というよりは、改安IJ版という jjが適切かもしれ

なL、。その全H録もここ能川剖こ所蔵されている。

それで数えてみるとこの時代に出たプトレマイオ

スの地理J?というのが、驚くなかれ53種類もある

ということを、私はここで初めて知った。

以上で「能福寺文庫」の紹介を終わるが、正直

に弓って、これらの科学的希観書乃至は，ti典それ

日体を読んでみようという人はないであろう O こ

れらは科学史上竜安な，1，典にはちがいないが、そ

れn体の内科を研究してみても余り現代的な意味

はな ~ìO

しかし、学11日というものを、ただWtiifiの蓄積や

知識の取り締めと考えている人は日IJとして、真の

学問を日指す人にとっては、学~:Hや科学がいかに

あったか、そしていかにして現代に経ちでったか

を知的、 t'J分の行っている研究がその1j Iでどうい

う位置を，Iiめるものかを巧える必要があろう O そ

ういう学問研究にあたって、どこへ行けばどの資

料あるじはどの図書を比られるかをわきまえてい

ることは、学1i'として欠くことのできない知識に

ちがいなかろう O そういうぷ味で、科学や学ltiJに

|対心の深い人は、一度は必ず「能雨、子文)ljUを訪

れて、本物の，IiYt!に接すべきではなかろうか。

今後大仰がIf}iliされて、参詣の人が明えてくる

と、あるいは文庫のぞ日Hが子抜きになってくるか

もしれないと心配される。今は希制力の他は、全

!故 iI? の L~J 鉱や検'*カードがまだ出来 1'.がっていな

いが、それを整備していく必要もあろう O ずっと

住職がRI~ 々にやっておられたのだが、これからは

だれか削IIJに文咋の 111:，司をする人が必叫になって

くるにちがいな CiO それには、すでに定年ill職さ

れた教はのうち、地l'Hや大文;に関心の深い心のあ

るHにお胤し、して、カード作りや閲覧1行の案内な

どを、ボランティアでやってruいたらよいのでは

なかろうか。

そういうわけで、大仰と、山んでこの「能出、子文

WJが兵)1ドの名物となり、!II:の研究(fーたちが活用

されることを、心から刷ってやまない。

(むらかみ つぎお・本協会手/I?写会長)
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